
老人看護専門看護師養成プログラム 

領域 授業科目及び担当教員 授  業  科  目  概  要 
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通

科

目 

A 

 

看護教育論 
教授 
陶山 啓子 

看護教育制度の変遷や現状の課題及び生涯にわたって主体的に
専門性を高めていける看護職育成のために必要な理論と方法を学
修する。学修援助型の教育における教育者のあり方について，自ら
が経験した場面を活用して検討する。さらに，基礎教育，卒後・継
続教育，患者教育における教育プログラムの作成をとおして，看護
職が教育的機能を果たすために必要な基本的知識・技術を修得する。 

看護管理論 

教授 
乗松 貞子 
非常勤講師 
関谷由香里 

現在の医療制度などの外部環境を踏まえながら，看護管理のプロ
セスとしてのインプット（人，物，資金，情報，時間），プロセス，
アウトプット（看護成果，患者満足，職務満足，質改善，エンパワ
メント）について分析，探究する方法を学修する。そのために必要
な思考を組織論，マネジメント理論，人的資源活用論，リーダーシ
ップ理論などに関する文献学修や討議をとおして養う。 

看護理論 
非常勤講師 
川原由佳里 

卓越した看護実践の基盤となる看護の諸理論について理解を深
めるために必要な知識を教授する。講義では看護実践・理論・研究
に影響を及ぼしてきた理論と思想の変遷を理解し，その存在論的，
認識論的，方法論的前提を分析する。またそれらの実践事例への適
用を試み，その批判的検討を通じて，臨床看護の実践，理論，研究
の基礎となる看護の理論的基盤を模索する。 

看護研究 

方法論 

教授 
薬師神裕子
佐伯 由香 
斉藤  功 

看護活動を効果的に展開するためには，研究的視点を持ち，看護
の実践知を論理的・体系的に捉え，看護実践の改善に役立てていく
ことが必要となる。本科目では，看護における研究の意義を理解し，
看護研究のプロセスを理解する。また，看護研究に必要な研究方法，
研究デザイン，研究倫理について学び，研究計画書を作成する基礎
的知識を修得する。 

コンサル 
テーション論 

非常勤講師 
添田百合子 

コンサルテーションの意義や方法等について受講生の経験を踏
まえ，プレゼンテーションや討議をとおして学修する。さらに，コ
ンサルテーション活動を行うために必要な医療専門職，保健や福祉
領域の専門職に対して相談し，調整できる基礎的な実践力を修得す
る。 

看護倫理 
非常勤講師 
関谷由香里 

生命倫理，医療倫理，看護倫理の歴史的変遷，基本概念，倫理的
意思決定に関する方法論を学ぶ。また，先行文献の看護実践におけ
る倫理問題の分析方法，倫理的意思決定・倫理的アプローチの方法
（ツール）を用いて，各自が体験した倫理問題の事例を具体的に検
討する。この過程の中で，臨床における倫理問題の解決又は発生予
防のための，他の職種との関係調整の方法について考える。 

看護政策論 
教授 
西嶋真理子 
斉藤  功 

人々のニーズに寄り添い，QOLを高める保健・医療・看護を実現
するために，看護の質の向上を政策的に推し進めていくための仕組
みや看護政策の機能を理解する。看護の歴史的展開過程を踏まえ，
将来を展望し，現行の法制度における課題を分析する視点を持ち，
演習をとおして課題解決や健康政策策定のための基礎的能力を修
得する。 

共

通

科

目 

B 

臨床薬理学 

教授 
佐伯 由香 
八杉 巧 
谷向 知 

薬理学の基本的な知識を元に，使用されている薬剤の特徴，作用
様式，副作用などを理解する。さらに実際に薬物療法を受けている
患者のモニタリング，症状管理，服薬管理，服薬指導について具体
的に学び，看護実践に活かす能力を高める。 

フィジカル 

アセスメント 

教授 
重松 裕二 
非常勤講師 
関谷由香里 

看護実践に直結する対象からの看護情報を的確に収集し，アセス
メントするための知識や技術を学ぶ。 

病態生理学 

教授 
佐伯 由香 
八杉 巧 
重松 裕二 

主要な症候の起こるメカニズムを理解し，主な疾患と症状との関
連，使用している薬剤との関連について理解を深め，エビデンスに
基づいたアセスメントができる能力を養う。 



領域 授業科目及び担当教員 授  業  科  目  概  要 
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高齢者看護学

特論Ⅰ 

教授 
陶山 啓子 

高齢者看護に関わる諸理論や概念を学修し，高齢者の心理・社会
性や健康上の課題と，高齢者の潜在能力を引き出しQOLを高めるた
めに必要な看護について理解を深めるとともに，適切な倫理的意思
決定に基づいた看護が実践できる能力を養う。さらに，老人看護専
門看護師の役割・機能について理解する。 

高齢者看護学

特論Ⅱ 

教授 
陶山 啓子 

高齢者の生活上のニーズを把握するために，総合機能評価に用い
られる評価指標とその使用方法について理解する。また，ICFの提
唱するモデルや総合機能評価を活用した看護実践について学修し，
包括的なアセスメントの必要性や活用方法について理解する。 

高齢者 

病態治療論 

教授 
谷向  知 
陶山 啓子 

高齢者に起こりやすい疾患や判別を要する症状の病態・検査・治
療について学修し，適切な判断に基づく看護を実践するために必要
な知識・技術を修得する。 

高齢者 

生活援助論 

教授 
陶山 啓子 

複雑な問題を抱える高齢者の健康課題や生活機能障害について，
疾患の影響や診断・治療をふまえた身体・心理・社会機能のアセス
メントに基づき，高齢者の潜在能力を引き出し，QOLの向上を意図
した看護援助を選択し，実践できる能力を養う。 

高齢者支援 

システム論 

准教授 
田中久美子 

日本の保健医療福祉施設の変遷，現状と展望を学ぶとともに，介
護保険制度におけるサービスと制度外サービスについての理解を
深める。さらに高齢者のケアシステムについて，地域の先進的な取
り組みからシステム構築のプロセスを学び，高齢者ケアに必要なサ
ービスやシステムについて提言できる能力を養う。 

専
門
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高齢者看護学
特別演習Ⅰ 

教授 
陶山 啓子 

 慢性期～回復期の複雑で多様な疾病や症状および健康障害をも
つ高齢者とその家族への看護を実践するために必要な理論やモデ
ルについて学ぶとともに，高齢者の病態や症状，高齢者および家族
のセルフケア能力等を総合的にアセスメントし，高齢者の意思と暮
らし方を尊重した援助が実践できる能力を養う。 

高齢者看護学

特別演習Ⅱ 

教授 
陶山 啓子 
谷向  知 
講師 
柴  珠実 

認知症の原因疾患の特徴や薬物療法について理解を深めるとと
もに，認知症の病期や病態およびBPSDの誘因や要因を適切にアセス
メントし，ケアを実践する能力や，認知症をもつ人とその家族が安
全で安心して暮らせるための環境調整する能力を養う。 

実

習

科

目 

高齢者実践 

看護実習Ⅰ 

教授 
陶山 啓子 

医療機関において慢性期～回復期の複雑で多様な疾病とその症
状および健康障害をもつ高齢者・家族に対し，疾患の病態生理と治
癒過程に基づいた検査・診断・治療の結果から，医学的判断を理解
する。その上で，家族介護力と年齢に関連するセルフケア能力の低
下，患者自身の意思を総合的にアセスメントし，在宅（施設）を見
据えて，高齢者の健康レベルに応じた看護実践を提供する力を向上
させる。 

高齢者実践 

看護実習Ⅱ 

教授 
陶山 啓子 

認知症を持つ高齢者の認知機能，認知症の種類，および重症度を
判断できる能力を養うとともに，認知症高齢者の抱える複雑で解決
困難な健康問題や生活上の課題に対する高度な実践能力を獲得する。 
また，認知症を持つ高齢者と家族へ必要な医療とケアが提供される
ために，多職種との協働・連携及び調整する能力を身につける。 

また，老人看護専門看護師へのシャドーイングを基に，専門看護
師が実際に果たしている患者・家族およびスタッフに対する教育，
相談，調整，研究活動，倫理調整の機能について理解を深める。ま
た，老年看護の質の向上に向けた教育を実施，評価し，専門看護師
の基盤となる能力を修得する。 

課題研究 
教授 
陶山 啓子 

高齢者看護を実践する中で生じた疑問や課題について，研究テー
マを設定し，研究計画を作成し，研究を実施することによって，専
門看護師として実践上の課題を解決するための研究能力を養う。 

 


